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とき　７月28日(火)午前９時～正
午
ところ　渋川東部公民館(中央公民
館内)
内容　色を付けてオリジナルコルク
ボードを作ります
講師　吉

よし

兼
かね

美恵子さん(渋川/有馬)
対象者　小学生
定員　16人(先着順)
参加料　500円(材料費)
持参するもの　のこぎり、筆記用具、
線引き、汚れてもよい服装
申込方法　電話か直接東部公民館
(☎㉒4321)へ(参加料は７月23日
(木)までに窓口へ)
申込開始日　７月14日(火)午前８
時30分

とき　７月23日(木)午後１時30
分～３時30分
ところ　子持公民館
内容　安全・健康面に配慮した天然
素材の箸を手作りしながら、物を大
切にする心と正しい箸の持ち方を学
ぶ
対象者　小学４年生～６年生
定員　20人(超えた場合は抽せん)
※参加者が５人未満の場合は中止。
参加料　1,500円(材料費)
申込方法　電話で子持公民館(☎㉒
7780)へ
申込期限　７月15日(水)

木工作「コルクボード」

“うごく”オモシロ作品をつくろう！
とき　７月18日(土)、20日(祝)
▷Aコース＝午前９時～正午
▷Bコース＝午後１時30分～４時
30分
ところ　市美術館
内容　動かせたり、音を出せたりす
るオモシロ作品を作ります
講師　小林清美さん、吉村浩美さん
(ともに造形作家)ほか
対象者　４歳～中学生
※小学２年生以下は、保護者か小学
３年生以上の同伴が必要。
定員　各コースとも15人(先着順)
参加料　500円(材料費)
申込方法　電話で市美術館(☎㉕
3215)へ
申込期間　７月４日(土)～16日(木)
その他　完成作品は「こどもとあー
と展2009」で展示します

美術館ワークショップ

とき　８月１日(土)午前９時～午
後２時
集合場所　県憩の森森林学習センタ
ー(伊香保町伊香保)
内容　草や木、虫などの自然観察と
木工工作
対象者　小学生とその保護者
定員　80人(先着順)
参加料　無料
持参するもの　昼食、雨具
申込方法　電話で農林課(☎㉒
2593)へ
申込期間　７月６日(月)～21日
(火)

親子ふれあい森林自然観察会

子どもマイ箸づくり教室

とき　８月６日(木)、７日(金)
▷午前の部＝午前10時～正午
▷午後の部＝午後１時30分～３
時30分(２日間で仕上げます)
ところ　渋川東部公民館(中央公
民館内)
内容　豊かな創造力を発揮し、楽
しく学校の課題ポスターを作りま
す
講師　山中克子さん(渋川/御蔭)
対象者　小学生
定員　各部とも16人(超えた場合
は抽せん)
参加料　無料
持参するもの  画用紙、筆記用具、
宿題の内容が書かれている文書、
絵の具またはポスターカラーセッ
ト
申込方法　電話か直接東部公民館
(☎㉒4321)へ
申込期限　７月15日(水)午後５時

夏休みポスター教室

本市を代表する夏のイベント開催日／渋川へそ祭り：７月24日(金)、25日(土)／たちばな
古里まつり：８月２日(日)／伊香保ハワイアンフェスティバル：８月２日(日)～６日(木)

夏休みメモ①
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とき　８月19日(水)午前８時50
分集合(午後４時20分帰着予定)
集合場所　市役所本庁舎１階市民
ロビーのほか参加者の状況に応じ
て各総合支所へ送迎
交通手段　市マイクロバス
コース　小野上体験実習館で木工
工作(本立て・マガジンラックど
ちらか選べます)、渋川スカイラ
ンドパーク、市美術館、市立渋川
総合病院
対象者　市内在住の中学生までの
子どもとその保護者
定員　親子20人(超えた場合は抽
せん)
参加料　500円(工作の材料費）
申込方法　電話で広報情報課(☎
㉒2320)へ
申込期限　７月15日(水)
その他　昼食は各自で用意

親子で施設めぐり＆
アンド

木工作

とき　７月31日(金)午前９時30
分～11時30分
ところ　豊秋公民館
内容　竹を削って、よく飛ぶ竹とん
ぼを作ります
対象者　小学生(保護者同伴可能）
定員　20人
参加料　200円(材料費)
申込方法　電話で豊秋公民館(☎㉒
0312)へ
申込期限　７月18日(土)
※日・火曜日は休館。

スーパー竹とんぼ教室

とき　８月３日(月)午前９時30分
～正午
ところ　渋川公民館(第二庁舎)
内容　自分で選んだテーマにそった
ポスターの描き方を学びます
講師　平石春江さん(渋川/南町)
対象者　小学生
定員　18人(先着順)
参加料　無料
持参するもの　画用紙、筆記用具、
絵の具セット
申込方法　電話か直接渋川公民館
(☎㉒0999)へ
申込開始日　７月23日(木)午前８
時30分

アイデアポスターを描こう

とき　７月18日(土)　▷午前の部
＝午前10時～正午　▷午後の部＝
午後１時～３時
ところ　市民会館小ホール
内容　自分で描いた絵や文字で、自
分だけの絵皿を作ります
対象者　小・中学生
定員　各部とも150人(先着順)
参加料　500円(材料費)
持参するもの　鉛筆、消しゴム、色
鉛筆
申込方法　電話で生涯学習課(☎㉒
2500)へ
申込期間　７月６日(月)～10日
(金)午前８時30分～午後５時15分

レタリング教室(絵皿作り)

とき　７月26日(日)　▷午前の部
＝午前８時30分～正午　▷午後の
部＝午後１時30分～５時
ところ　中央公民館
内容　一流陶芸作家の指導を受けな
がら、親子それぞれがマグカップや
茶碗などを作ります
講師　南雲龍

りゅう

さん(日展評議員)、
南雲龍

たつ

比
ひ

古
こ

さん(県立女子大講師)
対象者　小学生とその保護者(市内
在住・在勤)
定員　各部とも親子10組(１組は３
人まで・先着順)
参加料　一人500円(材料費)
持参するもの　エプロン、タオル
申込方法　電話で企画課(☎㉒
2396)へ
申込開始日　７月８日(水)午前９
時

親子ふれあい陶芸教室

期日・ところ
▷７月22日(水)＝伊香保公民館
▷７月23日(木)＝小野上公民館
▷７月24日(金)＝子持公民館
▷７月25日(土)＝赤城歴史資料館
時間　各日とも午前10時～午後３
時(時間内にいつでも来場してくだ
さい)
内容　勾

まが

玉
たま

・石器づくり(25日(土)
は籠
かご

目
め

土器づくりも行います)
対象者　小・中学生
参加料　無料
参加方法　当日会場へ
問い合わせ先　文化財保護課(☎52
2102)

こども文化財教室

夏休み情報　行ってみよう！やってみよう！作ってみよう！特集
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県内で行われる主な催し物の情報は、県ホームページの「イベントカレンダー」で紹介され
ています(アドレス：http://www.pref.gunma.jp/evc/)。参考にしてみてはいかがでしょうか。

夏休みメモ②

とき　７月18日(土)～８月23日(日)
内容　市の４施設(市美術館・桑原
巨守彫刻美術館、北橘歴史資料館、
赤城歴史資料館、徳

とく

冨
とみ

蘆
ろ

花
か

記念文学
館)を巡るスタンプラリー
※ラリー帳は、市内各小・中学校で
配ります。
対象者　市内の小・中学生
入館料　無料
その他　全館を巡った人には記念品
を差し上げます
問い合わせ先　市美術館(☎㉕3215) 

とき　７月21日(火)午前10時～11
時30分(開場は午前９時30分から)
ところ　金島ふれあいセンター
上映作品　「ジャングル大帝〈信頼〉」
「せんすい艦に恋をしたクジラの
話」「ちびまる子ちゃんのこんな乗
りかたあぶないよ」「ながさきの子
うま」(いずれも小学生向き)
定員　350人
入場料　無料
参加方法　当日直接会場へ
問い合わせ先　企画課(☎㉒2396)

とき　７月24日(金)～８月16日(日)
午前10時～午後６時(火曜日は休館)
ところ　市美術館
内容　３つのブース(コーナー)で美
術を楽しむことができます
▷展示ブース＝美術館ワークショッ
プで制作した作品を展示　▷図書ブ
ース＝絵本で美術を楽しもう
▷創作ブース＝展示室の壁一面がお
絵かきスペースに！家では描けない
大きな絵を描いてみましょう
入場料　無料
問い合わせ先　市美術館(☎㉕3215) 

とき　８月10日(月)午前10時～正午
ところ　渋川公民館(第二庁舎)
内容　冷たいデザート(スイカの器
に入れたフルーツポンチとオレンジ
のムース)を作ります
講師　保坂直美さん(半田)
対象者　小学生
定員　15人(先着順)
参加料　300円(材料費)
持参するもの　エプロン、三角きん、
ハンドタオル
申込方法　電話か直接渋川公民館
(☎㉒0999)へ(参加料は８月５日
(水)までに窓口へ)
申込開始日　７月27日(月)午前８
時30分

しぶかわ市の博物館へG
ゴ

O
ー

!!

平和アニメ映画上映会

こどもとあーと展2009

とき　７月23日(木)～８月20日
(木)の毎週木曜日午前10時～正午
(計５回)
ところ　市民体育館
内容　家族でスポレック(スポンジ
ボールを使った室内テニスに似たス
ポーツ)を楽しみます
対象者　市内在住の小学生とその家
族
定員　20組(先着順)
参加料　子ども一人500円
持参するもの　運動のできる服装、
室内用運動靴、タオル、飲み物
申込方法　電話で体育課(☎㉒
2104)へ
申込開始日　７月８日(水)午前９
時

とき　７月22日(水)、29日(水)、
８月３日(月)、12日(水)、19日
(水)午後１時30分～３時(計５回)
ところ　渋川東部公民館(中央公民
館内)
内容　歌やゲームを交えて、楽しく
英語を学びます
講師　ダグラス麻妃さん(半田)
対象者  小学１年生～３年生
定員　20人(先着順)
参加料　100円(教材費・当日集め
ます)
持参するもの  筆記用具、飲み物
申込方法  電話か直接東部公民館
(☎㉒4321)へ
申込開始日　７月13日(月)午前８
時30分

親子スポレック教室

キッズイングリッシュ

とき　８月１日(土)午前８時集合
(午後５時30分解散予定)
※荒天の場合は、８月２日(日)に
延期。
集合場所　市役所本庁舎駐車場
内容　奈良俣ダム湖(みなかみ町)
へ移動後、カヌーに乗って湖の中を
周遊します
対象者　小・中学生とその保護者
※小学４年生以下は保護者同伴。
定員　40人(先着順)
参加料　一人1,600円(保険料など)
用意するもの  ぬれてもよい服装、
着替え、タオル、帽子、ビーチサン
ダル、昼食、水筒、おやつ(チョコ
やあめなど、カヌーの上で食べられ
るもの)、水着(水遊び希望者)
申込方法　電話で体育課(☎㉒
2104)へ
申込開始日　７月10日(金)午前９
時

少年カヌー教室レッツ★キッズ★クッキング
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夏休み情報　行ってみよう！やってみよう！作ってみよう！

とき　７月29日(水)、30日(木)、
31日(金)、８月４日(火)、５日(水)
午後１時30分～３時30分
ところ　子持公民館
内容　日本の伝統文化の将棋を学び、
相手への礼と、物事の先を読む力を
身につける
講師　渋井友

とも

一
いち

さん(吹屋)
対象者　小学生
定員　12人(超えた場合は抽せん)
※参加者が５人未満の場合は中止。
参加料　無料
申込方法　電話で子持公民館(☎㉒
7780)へ
申込期限　７月15日(水)

とき　８月１日(土)午前10時～11
時30分
ところ　渋川公民館(第二庁舎)
内容　ゲームをしながら楽しく英語
を学びます
講師　鎌

かま

田
た

愛
あい

美
み

さん(吉岡町)
対象者　５歳～小学３年生
定員　20人(先着順)
参加料　無料
持参するもの　うわばき
申込方法　電話か直接渋川公民館
(☎㉒0999)へ
申込開始日　７月22日(水)午前８
時30分

子ども将棋教室

とき　７月21日(火)～８月18日
(火)の毎週火曜日午後２時～３時
30分(計５回)
ところ　子持公民館
講師　朝比奈章

あや

子
こ

さん(渋川/坂下町)
対象者　市内在住の３歳～小学生と
その家族
定員　20組(先着順)
参加料　１組500円
用意するもの　運動のできる服装、
室内用運動靴、タオル、飲み物
申込方法　電話で体育課(☎㉒2104)へ
申込開始日　７月６日(月)午前９時

ジュニアダンス

集まれ！英語でゲーム

とき　８月３日(月)午前10時～正午
ところ　渋川東部公民館(中央公民
館内)
内容　ドライアイスを使って遊びま
す
講師　山田益夫さん(半田)
対象者　小学生
定員　20人(先着順)
参加料　無料
持参するもの　筆記用具
申込方法　電話か直接東部公民館
(☎㉒4321)へ
申込開始日　７月21日(火)午前８
時30分

たのしい科学とき・ところ　別表のとおり
内容　食事を作る楽しさ、みんなで
食べることの喜び、食べ物の大切さ
について体験、実感してもらうため
の調理実習など
対象者　調理に興味のある市内の小
学校に通う児童とその保護者(児童の
弟妹など未就学児の参加も可)
定員　各回40人(先着順)
参加料　300円(材料費・当日集めま
す)
持参するもの　エプロン、三角きん
(バンダナなども可)、筆記用具、歯
磨きセット、上履き(児童用)
申込方法　参加申込書(学校を通じて
配布します)を各小学校へ

申込期限　７月10日(金)
問い合わせ先　渋川保健センター(☎
㉕1321)

親と子のワクワク料理教室

とき　８月５日(水)午前10時～
午後０時30分
ところ　渋川東部公民館(中央公
民館内)
内容　牛乳でこねて、うすい焼き
色を付ける白パンと、全粒粉を混
ぜて焼き上げる黒パンを作ります
講師　グループエピの皆さん
対象者　４歳～６歳の幼児と保護者
定員　親子12組(先着順)
参加料　親子で600円
持参するもの　エプロン、三角き
ん、ふきん
申込方法　電話か直接東部公民館
(☎㉒4321)へ(参加料は７月31
日(金)までに窓口へ)
申込開始日  ７月23日(木)午前
８時30分

ハイジの白パンと黒パン

小学校 開催日 時間 場所
渋川北小 ７月23日㈭

午
前
９
時
30
分(

受
付
は
午
前
９
時
か
ら)

渋川ほっとプラザ

金島小 ７月24日㈮
豊秋小 ７月28日㈫
古巻小 ７月29日㈬
渋川南小 ７月30日㈭
渋川西小 ７月31日㈮
伊香保小 ８月６日㈭ 伊香保保健福祉センター
小野上小 ８月３日㈪ 小野上保健センター
長尾小 ７月29日㈬

子持保健センター上白井小
７月30日㈭

中郷小
三原田小 ７月31日㈮ 三原田小学校
刀川小 ８月３日㈪ 刀川小学校
南雲小 ８月７日㈮ 南雲小学校
津久田小 ８月10日㈪ 津久田小学校
橘北小 ７月27日㈪ 橘北小学校
橘小 ７月28日㈫ 北橘保健センター

特集
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市
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

国
保
税
を
改
定
し
ま
す

保
険
年
金
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

(

☎
㉒
２
４
２
９)

現
在
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険(

国
保)

の
財
政
は
、
加
入
者
の
医
療
費
な

ど
に
充
て
る
財
源
が
乏
し
く
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

や
む
を
得
ず
本
年
度
分
か
ら
国
保
税
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

課
税
額
は
、
基
礎
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
を
合
わ
せ
た
平
均
改
定

率
が
９
・
８
㌫
の
増
、
介
護
納
付
金
分
の
改
定
率
は
２
・
０
㌫
の
減
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
財
政
の
状
況

　

国
保
は
、
加
入
者
が
医
療
機
関
で

受
診
す
る
と
き
の
医
療
費
な
ど
に
充

て
る
費
用
を
、
加
入
者
が
「
国
民
健

康
保
険
税(

国
保
税)

」
と
し
て
出

し
合
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

国
保
で
は
、
国
保
税
の
ほ
か
に
国

や
県
の
負
担
金
や
各
種
健
康
保
険
か

ら
の
拠
出
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
医
療
費
は
、
受
診

者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化

な
ど
に
よ
り
年
々
増
加
を
続
け
て
お

り(
図
１
参
照)

、
国
保
財
政
は
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。
国
民
健
康
保
険

基
金
の
残
高
も
底
を
つ
き
、
こ
の
ま

ま
で
は
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
支

障
が
で
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

■
国
保
税
の
改
定

　

国
保
税
は
、
加
入
者
全
員
が
負
担

す
る
「
基
礎
課
税
分(
医
療
分
）」

と
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
分

(

支
援
分
）」
の
ほ
か
、
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
加
入
者
が
負
担
す
る
「
介

護
納
付
金
課
税
分(

介
護
分
）」
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
国
保
税
の
改
定
は
、
主
と

し
て
「
医
療
分
」
と
「
支
援
分
」
に

つ
い
て
実
施
し
ま
す
。「
介
護
分
」

（図１）医療に係る加入者一人あたりの保険給付費

180,000

185,000

190,000

195,000

200,000

205,000

210,000

平成18年度 平成19年度

円

平成20年度
見込み

区分別国保税の改定状況(別表１)

■基礎課税分(医療分)
改定前 改定後 増　減

所 得 割 6.4% 6.3% －0.1％

資 産 割 27.0% 22.0% －5.0％

均 等 割 17,500円 28,000円 ＋10,500円

平 等 割 16,500円 27,000円 ＋10,500円

課税限度額 470,000円 470,000円 据え置き

■後期高齢者支援金等課税分(支援分)
改定前 改定後 増　減

所 得 割 1.8% 1.6% －0.2％

資 産 割 8.0% 6.0% －2.0％

均 等 割 5,500円 7,500円 +2,000円

平 等 割 5,500円 7,000円 +1,500円

課税限度額 120,000円 120,000円 据え置き

■介護納付金課税分(介護分)
改定前 改定後 増　減

所 得 割 1.4% 1.4%

据え置き
資 産 割 5.0% 5.0%

均 等 割 8,000円 8,000円

平 等 割 6,000円 6,000円

課税限度額 90,000円 100,000円 ＋10,000円
注)均等割と平等割の軽減が拡充されるため、平均改定率
は減となります。

◆算定の基礎
所得割＝(前年中の所得－基礎控除)×税率
資産割＝固定資産税額(土地および家屋分)×税率
均等割＝加入者１人あたり
平等割＝１世帯あたり

国保税の均等割および平等割の軽減状況
世帯(加入者と世帯主)の総所得 見直し前 見直し後 比　較

33万円以下 ６割軽減 ７割軽減 １割拡大

33万円＋24.5万円×(世帯主を除く加入者数)以下 ４割軽減 ５割軽減 １割拡大

33万円＋(35万円×加入者数)以下 ２割軽減 新　規

(別表２)

↖

国民健康保険国民健康保険
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長寿医療(後期高齢者医療)制度長寿医療(後期高齢者医療)制度

21
年
度
の
保
険
料
が
確
定
し
ま
し
た
保
険
年
金
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ(

☎
㉒

２
４
２
９)

・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
長

寿
医
療
制
度
の
平
成
21
年
度
分
保
険
料
が
確
定
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か

ら
、
金
額
や
納
付
方
法
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

　

今
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減

(

均
等
割
の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽

減)

に
加
え
て
、
左
表
の
と
お
り
軽

減
を
行
い
ま
す
。「
保
険
料
決
定
通

知
書
」
に
軽
減
額
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
切

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
金
融
機

関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
い
、

口
座
振
替
依
頼
書
の
本
人
控
、
被
保

険
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
で
の
手
続
き
だ
け
で
は

年
金
天
引
き
を
中
止
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
が
不
能
と
な
っ
た
と
き

は
、
年
金
天
引
き
が
再
開
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
た
人

は
、
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引

き
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
12

月
支
給
分
以
降
か
ら
順
次
天
引
き
を

中
止
し
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
口

座
名
義
人
の
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
と
な
り

ま
す
。

■
新
し
い
保
険
証(

茶
色)

を
郵
送

し
ま
す

　

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

(

保
険
証)

が
、
８
月
１
日
か
ら
新
し

く
茶
色
に
な
り
、う
ぐ
い
す
色
の
封

筒
で
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
古
い

保
険
証
は
、８
月
１
日
以
降
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
経
過
後
に
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

は
税
率
等
を
据
え
置
き
ま
す
が
、
課

税
限
度
額
を
地
方
税
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
１
万
円
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

改
定
後
の
国
保
税
は
、
別
表
１
の

と
お
り
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
低
所
得
世
帯
の
負
担
増
を
緩
和

　

国
保
税
の
改
定
に
あ
た
り
、
応
能

割(

所
得
割
額
と
資
産
割
額
の
合
算

額)

と
応
益
割(

均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
合
算
額)

の
比
率
の
見
直
し

を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
別
表
２

の
と
お
り
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
均

等
割
と
平
等
割
の
軽
減
が
拡
充
さ
れ

る
た
め
、
税
負
担
増
の
緩
和
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
併
せ
て
、
国
・

県
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
増
額
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
の
増
加
を
抑
え
ま
し
ょ
う

　

昨
年
度
か
ら
40
歳
以
上
の
国
保
加

入
者
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
に
も
、

病
気
に
な
り
に
く
い
体
づ
く
り
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

状況別保険料軽減措置一覧
所得などの状況 軽減措置

①

世帯内の「長寿医療制度の被
保険者全員」と「世帯主」の
所得金額の合計額が33万円
以下の人

今年度は均等
割が8.5割軽減
となります

②

①の人のうち、世帯内の「長
寿医療制度の被保険者全員」
が年金収入80万円以下で他
の所得がない世帯の人(給与
収入等がある場合でも、控除
後の所得が０円である場合)

今年度から均
等割が９割軽
減となります

③
長寿医療制度に加入する直前
に「会社などの健康保険の被
扶養者」であった人

今年度は均等
割額が９割軽
減となります

④

年金収入が153万円以上211
万円以下の人(給与収入など
がある場合でも、控除後の所
得が91万円以下であれば対
象となります)

今年度も所得
割が５割軽減
となります

　

保
険
証
を
市
役
所
窓
口
で
直
接
受

け
取
り
た
い
人
は
、
７
月
13
日
㈪
ま

で
に
受
け
取
り
を
希
望
す
る
窓
口(

保

険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
窓
口
交
付
開
始
日
＝
７
月
21
日
㈫

▽
持
参
す
る
も
の
＝
本
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の(

運
転
免
許
証

な
ど)

〈
保
険
証
の
窓
口
交
付
〉

↖

国民健康保険
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母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
を
応
援
し
ま
す

４
カ
月
に
１
度
手
当
を
支
給
し
ま
す

申
請
は
こ
ど
も
課
や
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

重
度
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
で
す

児童扶養手当の申請児童扶養手当の申請特別障害者・障害児福祉手当の申請特別障害者・障害児福祉手当の申請
　

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
自
立
を

促
し
て
児
童
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
18
歳
未
満( 

18
歳
到
達
後
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
を
含
む)

の

　

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
重
度
障
害
の
あ
る
人
に
、
次
の
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
本
人
と
扶
養
し
て

い
る
人
の
所
得
が
一
定
限
度
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
、
通
年
受
け
付
け
ま
す
。

認
定
請
求
を
行
っ
た
日
の
翌
月
か
ら

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

児
童
を
養
育
す
る
母
親
な
ど
に
児
童

扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
ど

も
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
該
当
要
件
〉

①
父
母
が
離
婚
し
父
親
と
別
居
し
て

い
る

②
父
親
が
死
亡
し
た

③
父
親
に
重
度
障
害
が
あ
る

④
父
親
の
生
死
が
不
明

⑤
父
親
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

※
支
給
月
は
、
２
月
、
５
月
、
８
月
、

11
月
の
年
４
回
で
す
。

〈
特
別
障
害
者
手
当
〉

対
象
者　

重
複
す
る
重
度
の
障
害
の

あ
る
20
歳
以
上
の
人(

社
会
福
祉
施

設
な
ど
へ
入
所
中
の
人
、
病
院
に
３

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は

除
く)

支
給
月
額　

２
６
、
４
４
０
円

⑥
父
親
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
未
婚
の
子
な
ど

■
次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん

▽
申
請
者
と
児
童
の
住
所
が
国
内
に

な
い　

▽
児
童
が
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る　

▽
里
親
が
い
る　

▽
母

親
な
ど
が
公
的
年
金
や
労
災
な
ど
に

よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
て
い
る

▽
母
親
な
ど
の
所
得
が
一
定
限
度
額

以
上
な
ど
の
場
合

　

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
グ
ル
ー
プ(

☎
㉒
２
４
１
５)

ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
。

〈
障
害
児
福
祉
手
当
〉

対
象
者　

障
害
を
事
由
と
す
る
給
付

を
受
け
て
い
る
20
歳
未
満
の
人(

特
別

児
童
扶
養
手
当
と
併
給
可
・
社
会
福

祉
施
設
な
ど
へ
入
所
中
の
人
は
除
く)

支
給
月
額　

１
４
、
３
８
０
円

　

申
請
は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

グ
ル
ー
プ(
☎
㉒
２
３
５
９)

ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
。

子どもの生活を支える糧に

対象者　精神または身体に中程度以
上(国民年金法の１級または２級に
相当)の障害のある20歳未満の児
童を養育している父母など
※ただし、申請者と児童が国内に住
所がない場合や、児童が施設などに
入所している場合は、該当しません。

また、父母などの所得が一定限度額
以上の場合は、支給されません。
支給月額　▷１級＝50,750円
▷２級＝33,800円
申請・問い合わせ先　こども課子育
て支援グループ(☎㉒2415)または
各総合支所市民福祉課へ 

特別児童扶養手当のお知らせ重度障害児を
扶養している
家庭は申請を
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「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
５
回
開
催

７
月
６
日
か
ら
申
込
開
始
／
１
回
だ
け
の
参
加
も
可

女性のための人間関係講座女性のための人間関係講座
　

家
庭
や
職
場
、地
域
社
会
な
ど
で
、

女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
た

め
に
、
自
分
や
周
囲
の
人
々
を
大
切

に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
自
己
表
現
の

方
法
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
や
、
メ

デ
ィ
ア
と
の
接
し
方
な
ど
、
女
性
の

生
き
方
や
生
活
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
２
階

会
議
室

講
師　

前
田
由
美
子
さ
ん(

共
愛
学

園
前
橋
国
際
大
学
研
究
員)

対
象
者　

女
性
一
般

定
員　

20
人(

先
着
順)

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

市
民
生
活
課(

☎

㉒
２
２
１
０
・

㉒
２
１
３
２)

へ

申
込
開
始
日　

７

月
６
日
㈪

そ
の
他　

託
児
を

希
望
す
る
人
は
、

７
月
16
日
㈭
ま
で

に
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。対
象
は
、

原
則
満
１
歳
〜
就

学
前
幼
児
で
す
が
、

相
談
に
応
じ
ま
す

女性のための人間関係講座(コミュニケーション編)日程
回 期日 時間 タイトル 内容紹介 プチ講座

１
７月
25日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

コミュニケーショ
ン「力」アップ①
～ちょっとの自信
を取り戻そう～

だれにでもコミュニケ
ーションがうまくいか
なくてがっくり…とい
うことがあります。自
分の考えを相手にきち
んと伝え、相手を理解
することに自信もつた
めの講座です。

風呂敷をつか
いこなそう！
まずは基本マ
ナーから

２
８月
１日
㈯

コミュニケーショ
ン「力」アップ②
～さわやかに自分
の気持ちを伝えよ
う～

花のある生活
を楽しもう！
暑い時期に切
花を美しく保
つコツ

３
８月
22日
㈯

本当の「聴き上手」
になる
～私たちに求めら
れる「きく」とい
うこと～

相手と良好なパートナ
ーシップをつくる「聞
き手」とは、どのよう
なことかを学びます。

いろいろなも
のを包んでみ
よう！エコで
おしゃれな風
呂敷

４
９月
12日
㈯

流されない「女性」
になる
～メディアを読み解
く賢い視線とは～

私たちは日常生活で、
さまざまな情報に接し
ています。あふれる情
報に流されないで、ち
ょっと立ち止まること
を学びます。

すきま時間に
取 り 入 れ よ
う！簡単ヨガ
で元気回復！

５
10月
３日
㈯

女性をとりまくコ
ミュニケーション
～お互いに「大切
にされている」と
思える関係～

家族の幸せを育ててい
くために、女性を取り
巻く人間関係をひもと
いていきます。

簡 単 に 出 来
る！ヨガで健
康な毎日をつ
くろう！

　市では、７月１日から、Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

やボランティア(市民活動団
体)の活動を支援するため、「し
ぶかわＮＰＯ・ボランティア支
援センター」を市役所第２庁舎
の２階に開設します。
　支援センターでは、市民活動
を行っている団体や個人、また、
これから市民活動を行いたい人
への相談や情報提供を行います。
また、団体間の交流場所の提供
をします。
〈センターの利用登録団体を募集〉
　支援センターの利用に際して
は一部、利用登録が必要となり
ます。利用登録すると、ロッカ
ーやコピー機(有料)などの利
用ができます。
　７月１日から、ＮＰＯ、ボラ
ンティア団体の利用登録申請を
受け付けています。
利用時間　月～金曜日(土・日
曜日、祝日、年末年始は除く)の
午前８時30分～午後５時15分
問い合わせ先　しぶかわＮＰ
Ｏ・ボランティア支援センター
(☎㉒2210)

しぶかわNPO・ボランティア
支援センター

７月１日オープン

　本市の文化の振興と文化行政
の推進を図るため、文化行政懇
談会を設置します。
　この懇談会は、20人以内で
組織し、文化行政の推進などに
ついて審議をして、市長に対し
て必要な提言を行います。
　今回、広く皆さんの意見を聴

くために、委員を募集します。
資格　市内在住・在勤の20歳以
上の人(年３回程度、平日の昼間
行われる懇談会に出席できる人)
任期　２年
募集人数　５人(書類選考有)
申込方法　用紙(大きさなどは
自由)に住所、氏名、性別、年齢、

職業、電話番号、「文化に対する
地域の役割・行政の役割」につ
いて思うことを800字以内にま
とめて、郵便、Ｅ

イー

メールまたは
直接企画課(〒377-8501・石
原80・ bunka-kikaku@city.
shibukawa.gunma.jp)へ
申込期限　７月24日(金)(必着)

文化行政懇談会の委員を募集 企画課(☎㉒2396)
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ハローワーク
渋川

市役所通り
ボウリング場

渋川駅前駐車場
（コインパーキング）

渋川駅北

渋川駅
渋川駅

実
施
期
間
は
７
月
11
日
〜
20
日

65
歳
以
上
の
運
転
者
が
３
人
１
組
で
参
加
す
る
交
通
安
全
行
事

３
つ
の
重
点
項
目
の
遵
守
／
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
に

無
事
故
無
違
反
100 
日
間
達
成
者
に
抽
せ
ん
で
賞
品
が

夏の県民交通安全運動夏の県民交通安全運動「高齢者しあわせ  ドライブ100」の参加者募集ドライブ100」の参加者募集　　

■
３
つ
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
の
事
故
防
止　

高
齢
者
の

行
動
特
性
を
理
解
し
た
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
の
励
行

②
飲
酒
運
転
の
根
絶  

「
飲
酒
運
転

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」

　

県
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

防
止
し
、
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
運
転
者
が

３
人
１
組
で
約
１
０
０
日
間
の
無
事

故
・
無
違
反
運
転
を
目
指
す
交
通
安

の
徹
底

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底  

乗
車
時
の
着
用
と
正
し

い
取
付
で
助
か
る
命
・
着
用
率
１
０

０
㌫
を
目
指
し
て
「
〜
乗
っ
た
な
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
忘
れ
ず
に
〜
」

■
道
路
交
通
法
の
一
部
が

　

６
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
満
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
更
新
者

に
「
講
習
予
備
検
査(

認
知
機
能
検

査)

」
の
義
務
化

　

満
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
が
運

転
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
更
新
期
間
の
満
了
日

前
の
６
カ
月
以
内
に
、
認
知
機
能
に

関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

全
行
事
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
す
る
組
の
代
表
者
１
人
が
県

の
開
催
す
る
交
通
安
全
教
室
を
受
講

し
、
全
員
が
無
事
故
・
無
違
反
を
達

ま
せ
ん
。

☆
高
齢
者
講
習
の
受
講
期
間
の
延
長

　

満
70
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
が
運

転
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

と
き
に
受
講
す
る
高
齢
者
講
習
の
受

講
期
間
が
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る

日
前
の
３
カ
月
以
内
か
ら
６
カ
月
以

内
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

☆
悪
質
な
違
反
行
為
な
ど
に
よ
り
免

許
の
取
り
消
し
を
受
け
た
者
に
対
す

る
免
許
の
欠
格
期
間
の
延
長　

　

一
定
の
悪
質
な
違
反
行
為
を
し
た

こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
運
転
免

許
の
取
り
消
し
を
受
け
た
者
に
対
す

る
運
転
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間
が
、
最
長
５
年
か
ら
10
年

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

(

市
民
生
活
課)

成
し
た
場
合
は
、
達
成
し
た
組
の
参

加
者
全
員
に
達
成
証
を
送
る
ほ
か
、

抽
せ
ん
で
50
組
に
旅
館
宿
泊
券
や
お

こ
め
券
な
ど
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
期
限　

８
月
21
日
㈮

↖

　渋川駅前駐車場(コインパーキン
グ)の機器更新工事のため、コインパ
ーキングが利用できなくなります。
　ご協力をお願いします。
■工事期間　７月21日(火)～31(金)

(商工振興課)

渋川駅前コインパーキング
機器更新工事のお知らせ 

７月21日
～31日

シートベルトの着用忘れずに
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年
齢
や
所
得
要
件
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す

申
請
は
毎
年
必
要
で
す

「高齢者しあわせ  ドライブ100」の参加者募集「高齢者しあわせ  　国民年金保険料の免除や納付猶予申請国民年金保険料の免除や納付猶予申請
　

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
30
歳
未
満
の
人

に
は
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
免
除
申
請

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主(

若

年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主
は
除
く)

の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下

の
場
合
は
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、

納
め
る
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は

実
施
期
間　

９
月
21
日
㈷
〜
12
月
31
日
㈭

申
込
方
法　

参
加
申
込
書(

市
民
生

活
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
お

よ
び
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す)

に
記

一
部
免
除(

若
年
者
納
付
猶
予
で
は

納
付
の
猶
予)

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免

除
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
が
適
用

と
な
る
場
合
、
申
請
時
に
継
続
申
請

を
希
望
す
れ
ば
翌
年
度
以
降
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
年
度
、
全
額
免
除
ま
た
は
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
い
て

継
続
申
請
を
希
望
し
て
い
な
い
人
や

一
部
免
除
と
な
っ
て
い
た
人
は
、
６

月
末
日
で
承
認
期
間
が
終
わ
っ
て
い

入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
市
民
生
活
課(

〒
３
７

７
―
８
５
０
１
・
石
原
80
・
☎
㉒
２

４
６
３
・

㉔
６
５
４
１)

か
直
接

ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望

す
る
場
合
は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。       

■
免
除
の
承
認
を
受
け
る
と

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

(

受
給
資
格
期
間)

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
全
額
免
除
以
外
の
免
除

を
受
け
た
場
合
は
、
減
額
に
な
っ
た

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課(

☎
㉒

２
４
２
９)

ま
た
は
渋
川
社
会
保
険

事
務
所(

☎
㉒
１
６
０
７)

へ
。

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
先　

県
交
通
政
策
課

(

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
３
８
８)

ま
た
は
市
民
生
活
課

↖

国
指
定

文
化
財「
道
訓
前
遺
跡
出
土
品
」
イ
ギ
リ
ス
へ

　本市の姉妹都市であるイタリア・
フォリーニョ市産の最高級オリーブ
オイルを、本数限定で販売します。
品名　食用オリーブオイル｢ミレナ
リオ(千年祭)｣(エクストラ・ヴァ
ージンオイル)
価格　1,700円(税込・１本687ｇ )
販売開始日(予定)　７月18日(土)
(売り切れ次第終了)

販売時間　午前10時～午後
８時
販売場所　渋川サティ１階
市民ふれあいプラザ「オア
シス」
問い合わせ先　渋川地区
物産振興協会事務局(観
光課内・☎㉒2873)

イタリア・フォリーニョ市産のオリーブオイルを限定販売

　今回、渡航直前のこ
の土器を、夏休み最初
の３日間一般公開しま
す。この機会に、ぜひ、
ご覧ください。
とき　７月18日(土)～
20日(祝)午前９時～午
後５時
ところ　北橘歴史資料
館
入館料　３日間に限り
無料
問い合わせ先　文化財
保護課(☎522102)

　北橘町上箱田
地内で出土した
国指定重要文化
財「道

どう

訓
くん

前
まえ

遺跡
出土品」。この
うち深鉢形土器
１点が、文化庁
主催の企画展示
会のため英国ロ
ンドン市の大英
博物館へ貸し出
されます。
　英国での企画
展示会は、本年
９月から11月ま
で行われ、道訓
前遺跡出土品は、
国宝の土偶とと
もに、日本を代
表する考古資料
の一つとして紹
介されます。

渡航直前の土器を
７月18日から公開
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 4

設
置
し
ま
し
た
環
境
市
民

推
進
会
議
／
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
紹
介

渋
川
市
環
境
市
民
推
進
会
議

会
員
募
集

　

前
年
度
に
、
環
境
市
民
会
議
を

中
心
に
検
討
を
行
い
策
定
し
た
、

「
渋
川
市
環
境
基
本
計
画
」。

　

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
皆
さ
ん
の
視
点
で
計
画
を
適

正
に
進
行
管
理
し
、
市
民
が
参
画

す
る
環
境
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
「
渋
川
市
環
境
市
民
推

進
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。
市
で

は
、
こ
の
推
進
会
議
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　
「
渋
川
市
環
境
基
本

計
画
」
の
推
進
を
適
正
に
進
行
管

理
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
活

動
の
普
及
お
よ
び
啓
発
、
環
境
施

策
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

(

個
人
に
限
る)

定
員　

な
し

申
込
方
法　

電
話
で
環
境
課(

☎

㉒
２
１
１
４)

へ

申
込
期
間　

随
時

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

身
近
な
取
り
組
み

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中

で
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
、
ガ
ス
、
電
気
、

水
道
な
ど
の
使
用
量
を
節
約
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
身
近
な
取
り
組
み
の
例

①
冷
房
の
設
定
温
度
は
控
え
め
に

カ
ー
テ
ン
な
ど
で
太
陽
光
を
調
整

し
た
り
、
薄
着
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
過
度
に
冷
房
に
頼
ら
な

い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

②
水
道
の
蛇
口
を
こ
ま
め
に
閉
め

る　

流
し
っ
ぱ
な
し
は
、
水
も
水

道
代
も
無
駄
に
消
費
し
ま
す

③
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る　

急
発

進
・
急
加
速
・
急
ブ
レ
ー
キ
を
し

な
い
。
適
正
な
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

で
走
行
し
ま
し
ょ
う

④
エ
コ
製
品
を
選
ぶ　

対
象
製
品

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
ラ
ベ
ル
で

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ
製
品

を
選
ん
で
購
入
し
ま
し
ょ
う

⑤
マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物　

レ
ジ

袋
や
商
品
ト
レ
ー
な
ど
は
、
製

造
・
再
生
・
焼
却
す
る
際
、
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
て
い
ま
す

⑥
電
源
プ
ラ
グ
を
こ
ま
め
に
抜
く

電
気
製
品
を
使
用
し
て
い
な
い
と

き
は
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う

■
使
用
量
を
知
る

　
「
環
境
か
け
い
ぼ
」
を
つ
け
て
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
量
を
知
り
、
生
活
行
動
の
点

検
や
見
直
し
を
継
続
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

環境かけいぼ

か
け
い
ぼ
配
布
場
所　

環
境
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

■
知
識
を
広
げ
る

　

市
民
環
境
大
学
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
知
識
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

 

　

(

環
境
課)

　今回は、「渋川市環境基
本計画」を推進するため
に新たに設置する「渋川
市環境市民推進会議」へ
の参加者募集と、夏の暑
さが本格的になるこれか
らの季節、私たち一人ひ
とりが日常生活の中で取
り組むことができる身近
な地球温暖化防止対策を
紹介します。

あなたも参加したり
取り組んだり
してみませんか

計画策定に向け検討が重ねられた環境市民会議計画策定に向け検討が重ねられた環境市民会議



４つの基本目標
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隔月連載

隔月連載

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
消
防
団  

シ
リ
ー
ズ
第
2
回

市消防団ポンプ操法競技会／優勝は第７分団

　市は、男女共同参画社会
の実現を目指す４つの基本
目標の１つとして、「男女平
等意識の高揚と人権尊重」
を掲げています。
　市では、この目標に基づ
いて男女の人権が守られる
ように、制度や慣行の見直
しをしたり、人権の大切さ

についてお知らせをしたり
しています。
　また、Ｄ

ディーブイ

Ｖ(ドメスティッ
ク・バイオレンス)をはじめ
とする女性に対する暴力の
根絶を目指しています。
　なお、市では、これらの
取り組みをより充実させる
ために、男女平等や人権尊

重についての職員研修を行
っています。研修を通じて、
職員一人ひとりが男女共同
参画の意識を高めるととも
に、その考え方を市の取り
組むさまざまな事業に反映
させていきたいと考えてい
ます。
 (市民生活課)

男女の人権が大切にされるまちを目指して

　６月７日、子持ふれあい公園で市消防団員

406人が参加して、市消防団ポンプ操法競技

会が開催されました。ポンプ操法競技会は、

火災消火を想定し、消防技術の向上と消防団

員の士気の高揚を図るために行われ、迅速性

や技術力などを競います。この大会で好成績

を収めた上位６位までの分団は、７月５日

(日)に県消防学校(前橋市田口町)で行われ

る県消防協会渋川支部ポンプ操法競技会に、

本市の代表として出場します。

【市消防団ポンプ操法競技会結果】
▷優勝＝第７分団(渋川地区)　▷準優勝＝第

17分団(小野上地区)　▷第３位＝第27分団

(赤城地区)　▷第４位＝第２分団(渋川地区)

▷第５位＝第６分団(同地区)　▷第６位＝第

４分団(同地区)

　

市
消
防
団
が
、
５
月
に
県
総

合
表
彰
の
消
防
防
災
功
労
団
体

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 ❽

迅速性や技術力などが競われます 表彰を受ける市消防団長表彰を受ける市消防団長

市
消
防
団
が
県
の
消
防

防
災
功
労
団
体
に

①
男
女
平
等
意
識
の
高
揚
と
人
権
尊
重

　

男
女
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

②
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

未
来
の
人
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の
も
と
と
な
る
家
庭
を
応
援

　

す
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

③
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

誰
も
が
地
域
の
担
い
手
に
な
れ
る
〝
ほ
っ
と
〞
な
ま
ち
に
し
ま

　

し
ょ
う

④
就
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
働
く
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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伊香保温泉の活性化を考える「伊香保元気塾」
テーマの「石段街の明かり」について活発に意見が

　今年度、計10回開催する「伊香

保元気塾」。その２回目の講座が、

６月16日に伊香保公民館で開催さ

れました。今回の検討テーマは、

「石段街の明かり」について。塾

生は、前回石段街で行った現地調

査の結果を班別に発表し「横丁に、

もっと雰囲気のある明かりがほし

い」などの意見が活発に出されま

した。

現地調査した結果を発表する塾生

渋川保健センターで「歯の衛生週間行事」
歯みがき指導やフッ素塗布に親子連れでにぎわう

熱心に歯みがき指導を受
ける参加者(左)　図画・
ポスターなども展示され
ました(右上)　少し我慢
のフッ素塗布(右下)

　６月４日から10日は「歯の衛生週間」。この週間にちなんで、市と渋
川北群馬歯科医師会の共催により６月６日、渋川保健センターで「歯
の衛生週間行事」が開催されました。会場は、この日行われた、よい
歯のコンクールや無料の歯みがき指導、フッ素塗布などに参加する多
くの親子連れでにぎわいました。



Photo Topics
Photo Topics

15

北橘歴史資料館伝承学習室で「竹工芸教室」
丸２日間かけ丹精込めたオリジナル花かごが完成

　文化財保護課の事業として、６

月13、14日の２日間、北橘歴史

資料館伝承学習室で開催した「竹

工芸教室」。参加した15人は、北

橘竹
ちく

親
しん

会の皆さんの指導のもと、

直径11㎝から12㎝の花かごを作

成しました。初日は、１日かけて

材料の竹をなたで割り、厚さ0.5

㎜の竹ヒゴを作成。２日目は、そ

の竹ヒゴを六ツ目編みという編み

方で、ていねいに編み上げました。

真剣な表情で花かごを編み上げる参加者

渋川北中学校の着装礼法学習で浴衣の着付け
浴衣の着方を通じて日本の伝統・礼儀作法を学ぶ

ひもを５角形にまとめ
ていきます(左)　かわ
いい帯の結び方に挑戦
(右上)　講師の説明に
集中する生徒(右下)

　渋川北中学校の３年生が取り組んでいる「着装礼法学習」が、６月
17日に開催されました。この学習は、和服の着方を学びながら、生
徒たちに日本の伝統や礼儀作法を身につけてもらうことを目的に、各
クラスで３時間ずつ実施。生徒たちは、浴衣の着方やたたみ方に加え
て、訪問先の玄関での靴の脱ぎ方や座礼の方法などを学びました。



文学サロン講演会
徳冨蘆花記念文学館

☎722237

とき　７月
21日 (火 )
午 後 １時
30分 ～ ３
時
ところ　徳

とく

冨
とみ

蘆
ろ

花
か

記念
文学館
内容　戦国武将の生きざま
講師　安部龍太郎さん
(作家・日本ペンクラブ会員)
定員　80人(先着順)
参加料　350円
申込方法　電話か直接徳冨蘆
花記念文学館へ

講師の安部さん

↖
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

【第８期】／○介護保険料【第８期】／

保険料【第８期】

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

「
し
ぶ
か
わ
能
」
鑑
賞
会

生
涯
学
習
課　
　

☎
㉒
２
５
０
０昨年度の鑑賞会から

と
き　

９
月
２
日
㈬
午
後
１
時
30

分(

開
場
は
午
後
１
時
か
ら)

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

宝ほ
う

生
し
ょ
う

流
能
楽
「
西せ

い

王お
う

母ぼ

」、

狂
言
「
柿か

き

山や
ま

伏ぶ
し

」、
仕
舞
「
兼か

ね

平ひ
ら

」

ほ
か

入
場
料　

２
、
０
０
０
円

※
入
場
券
は
、
７
月
７
日
㈫
か
ら

市
民
会
館
、
生
涯
学
習
課(

第
二

庁
舎
内)

で
販
売
し
ま
す
。

渋
川
八
幡
宮
本
殿

修
理
工
事
に
伴
う
一
般
公
開

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２

　

県
指
定
重
要
文
化
財
の
渋
川
八

幡
宮
本
殿
は
、
現
在
、
屋
根
の
ふ

き
替
え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
伴
い
、
修
復
の
過
程

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

と
き　

７
月
18
日
㈯

※
説
明
は
、
午
前
10
時
、
11
時
、

午
後
１
時
、
２
時
の
4
回
。

参
加
方
法　

直
接
現
地
へ

赤
城
歴
史
資
料
館

夏
季
ミ
ニ
企
画
展

赤
城
歴
史
資
料
館
☎
56
８
９
６
７

　

県
立
歴
史
博
物
館
開
館
30
周
年

記
念
展
「
ぐ
ん
ま
古
墳
・
は
に
わ

フ
ェ
ス
タ
」
と
連
携
し
た
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
４
日
㈯
〜
８
月
30
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

月
曜

日
と
７
月
21
日
㈫
は
休
館)

と
こ
ろ　

赤
城
歴
史
資
料
館(

赤

城
町
勝
保
沢)

内
容　

海
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
た

馬
の
文
化
を
遺
跡
か
ら
学
ぼ
う

－

古
墳
時
代
の
渋
川
に
は
た
く
さ

ん
の
馬
が
い
た

－

入
場
料　

▽
大
人
＝
１
０
０
円　

▽
大
学
・
高
校
生
＝
50
円　

▽
中

学
生
以
下
＝
無
料

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
／
馬
子
唄
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
〉

と
き　

７
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

赤
城
歴
史
資
料
館

参
加
料　

無
料

参
加
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ

福　

祉

福　

祉

紙
お
む
つ
給
付
事
業

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
０
５
０
０

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年

２
回
紙
お
む
つ
を
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
在
宅
で
生

活
し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人　

▽
要
介
護
１

以
上
の
人　

▽
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人　

▽
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

配
布
時
期　

９
月

配
布
方
法　

業
者
に
よ
る
配
達

申
込
方
法　

申
請
書(

市
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
に
あ
り

ま
す)
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
居
住
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
ま
た
は
支
所
へ

※
前
回(

３
月)

給
付
を
受
け
た

人
で
、
身
体
状
況
に
変
化
の
な
い

人
は
、
添
付
書
類
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

７
月
７
日
㈫
〜
８
月

７
日
㈮(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く)

ひ
と
り
親
家
庭
日
帰
り
旅
行

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
０
５
０
０

と
き　

８
月
29
日
㈯
午
前
６
時
市

内
各
地
出
発(

午
後
11
時
30
分
帰

着
予
定
・
雨
天
決
行)

行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

対
象
者　

市
内
在
住
の
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
を
も
つ
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子

定
員　

１
５
０
組(

先
着
順)

参
加
料　

▽
大
人
＝
５
、
０
０
０

円　

▽
中
学
生
＝
４
、
５
０
０
円

▽
４
歳
〜
小
学
生
＝
３
、
５
０
０
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111 今月の納期

３月２日㈪まで

○国民健康保険税

○後期高齢者医療

円　

▽
３
歳
以
下
＝
無
料

申
込
方
法　

市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
ま
た
は
各
支
所
へ
参
加
料
を

持
参(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分)

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈮

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

７
月
26
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

７
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
陰)

〈
８
月
の
休
館
日
〉

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24

日
㈪
、
31
日
㈪

募　

集

募　

集

大
人
の
た
め
の

縄
文
土
器
づ
く
り
講
座

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２作る土器の一例

と
き
・
内
容　

①
７
月
12
日
㈰
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
＝
粘
土

調
合　

②
７
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
＝
土
器
制

作　

③
９
月
26
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
ご
ろ
＝
土
器
焼
成

と
こ
ろ　

北
橘
歴
史
資
料
館

講
師　

土
の
会(

土
器
づ
く
り
の

会)

の
皆
さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成

人
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人

定
員　

10
人(

先
着
順)

参
加
料　

１
、０
０
０
円(

粘
土
代)

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
北
橘
歴

史
資
料
館(

☎
52
４
０
９
４)

へ

申
込
期
間　

７
月
７
日
㈫
〜
10
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

渋
川
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
４
１
９
３

と
き　

７
月
29
日
㈬
、
30
日
㈭
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

県
消
防
学
校(

前
橋
市

田
口
町)

定
員　

１
０
０
人(

先
着
順)

受
講
料　

３
、
５
０
０
円(

教
材

費
な
ど)

申
込
方
法　

受
講
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え

て
渋
川
広
域
消
防
本
部
予
防
課
へ

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

※
受
講
申
請
書
は
、
渋
川
広
域
消

防
本
部
・
消
防
署
お
よ
び
各
分
署

に
準
備
し
て
あ
る
ほ
か
、
渋
川
広

域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
://w

w
w
.skn

e
t.o
r.jp
/

p
a
g
e
s
/s
h
o
b
o
/t_
s
h
o
b
o
.

htm
l)

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
13
日
㈪
〜
17
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

渋
川
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

「
花
火
大
会
」
の
協
賛

渋
川
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
⑳
１
５
８
９夜空を彩るスカイランドパークの花火

　

８
月
１
日
㈯
、
15
日
㈯
に
行
わ

れ
る
「
花
火
大
会
」
に
協
賛
し
て

く
れ
る
法
人
な
ど
を
募
集
し
ま

す
。

　

協
賛
者
に
は
、「
花
火
大
会
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ち
ょ
う
ち
ん
に
法

人
名
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

協
賛
口
数　

一
口
５
、
０
０
０
円

か
ら

申
込
方
法　

電
話
で
渋
川
ス
カ
イ

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
へ

申
込
期
限　

７
月
６
日
㈪

家タ 料 教イ 庭 理 室

とき　７月18日㈯午前９時
30分～午後１時30分(予
定)
ところ　中央公民館
内容　グリーンカレーとタ
イライス、マンケンブワッ
(さつまいものデザート)の
２品を予定
※昼食時に試食します。
講師　茂木オンウマーさん
(行幸田)
定員　15人(先着順)
参加料　１人800円(材料
費・当日集めます)
持参するもの　エプロン
申込方法　電話で市国際交
流協会事務局(企画課内・
☎㉒2396)へ
申込期間　７月３日㈮～10
日㈮



(別表）　　　　借上賃貸住宅入居者募集物件一覧

物　　　　件 所在地 間取り
家賃（助成後）

一般入居 高齢者、障害者、
母子・父子世帯入居

ヤマセハイツ　２、３階部分
(鉄骨造３階建)

渋川
(寄居町)

２D
ディーケー

K ４万3,200円 ３万7,800円

３DK ５万2,000円 ４万5,500円
ウインディア・モトマチ
１、２階部分
(軽量鉄骨造２階建)

渋川
(元町) ２L

エルディーケー

DK
４万8,000円 ４万2,000円

４万9,600円 ４万3,400円
ア・ドリーム坂下　１、３階部分
（鉄筋コンクリート造３階建）

渋川
(坂下町) ２LDK ５万3,600円 ４万6,900円

プルメリア　１階部分
（軽量鉄骨造２階建）

渋川
(新町) ２LDK ５万400円 ４万4,100円
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

借
上
賃
貸
住
宅
入
居
者

建
築
住
宅
課　
　

☎
㉒
２
０
７
２

　

借
上
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
別

表
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

借
上
賃
貸
住
宅
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
と
定
住
化
を
図
る
た

め
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
市
が
借

り
上
げ
、
入
居
者
に
家
賃
の
２
割

(

高
齢
者
等
は
３
割)

を
助
成
し
て

貸
し
出
す
も
の
で
、
入
居
の
継
続

に
伴
う
更
新
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
収
入
制
限
な
ど
の
入
居
要
件
が

あ
り
ま
す
。

公
民
館

公
民
館

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
入
門

子
持
公
民
館　
　

☎
㉒
７
７
８
０

と
き　

８
月
17
日
㈪
、
９
月
７
日

㈪
、
９
月
28
日
㈪
、
10
月
５
日
㈪
、

10
月
19
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
３

時(

計
５
回)

と
こ
ろ　

子
持
公
民
館

内
容　

だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る

マ
ジ
ッ
ク
を
や
っ
て
み
よ
う

講
師　

村
田
福
正
さ
ん(

高
崎
市)

対
象
者　

成
人

定
員　

20
人(
超
え
た
場
合
は
抽
せ

ん)参
加
料　

３
、０
０
０
円(

教
材
費)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
締
切
日　

７
月
31
日
㈮

健
康
ハ
ー
ブ
・
ジ
ャ
ム
作
り

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

７
月
22
日
㈬
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁
舎)

内
容　

繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃシ

ー

、
カ

ル
シ
ウ
ム
を
含
む
ル
バ
ー
ブ(

ハ

ー
ブ)

や
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ジ

ャ
ム
を
作
り
ま
す

講
師　

小
野
澤
冨ふ

美み

子こ

さ
ん(

渋

川
／

裏
宿)

定
員　

15
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

材
料
費)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
７
月
16
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

７
月
８
日
㈬
午
前

８
時
30
分

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

(

り
ん
ど
う
の
鉢
植
え)

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

７
月
17
日
㈮
、
31
日
㈮
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

白
い
布
を
染
め
て
作
っ
た

り
ん
ど
う
を
小
鉢
に
飾
り
ま
す

講
師　

高
橋
美
恵
子
さ
ん(

前
橋
市)

定
員　

16
人(

先
着
順)

参
加
料　

９
０
０
円(

材
料
費)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
は

さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
、７
月
14
日
㈫
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

７
月
７
日
㈫
午
前

８
時
30
分



　この大会は、県民体育大会の選
考会も兼ねています。
とき　８月９日(日)、16日(日)
ところ　坂東橋緑地公園
参加資格　市内在住・在勤の一般
男子チーム
参加料　１チーム5、000円
申込方法　電話で市体育協会ソフ
トボール部山内崇仁さん宅(☎㉚
2317)へ
申込期限　７月10日(金)

体育課　☎㉒2104

市民スポーツ祭
総合ソフトボール
大会参加者を募集

19

□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

ハ
ワ
イ
ア
ン
エ
ビ
カ
リ
ー

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

７
月
27
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

エ
ビ
を
使
っ
て
ル
ウ
か
ら

作
る
簡
単
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
に
か

け
る
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
ソ
ー

ス
を
作
り
ま
す

講
師　

押
江
薫
さ
ん(

渋
川
／

坂
下
町)

定
員　

16
人(

先
着
順)

参
加
料　

８
０
０
円(

材
料
費)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
７
月
23
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

７
月
15
日
㈬
午
前

８
時
30
分

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申
込
・
問
い
合
わ
せ

は
、
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ(

☎
㉔
０
１
２
０)

へ
。

〈
成
人
・
中
高
年
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
〉

と
き　

７
月
８
日
㈬
〜
８
月
12
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午(

計
６
回)

と
こ
ろ　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス(

渋
川
／

辰
巳
町)

内
容　

無
理
せ
ず
楽
し
く
ダ
イ
エ

ッ
ト
す
る
方
法
を
指
導
し
ま
す

対
象
者　

市
内
の
成
人

定
員　

５
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持
参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴

〈
小
学
生
肥
満
解
消
教
室
〉

と
き　

７
月
８
日
㈬
〜
８
月
12
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分(

計
６
回)

と
こ
ろ　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内
容　

科
学
的
な
運
動
処
方
に
よ

り
肥
満
解
消
に
取
り
組
み
ま
す

対
象
者　

市
内
の
小
学
生

定
員　

５
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持
参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

７
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、総
合

公
園
体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

７
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導
し

ま
す
。

市立図書館市立図書館 ☎㉒0644

映画鑑賞会 萌えの子おはなし会 子ども映画会
●とき　７月19日(日)午後２
時　●ところ　２階視聴覚室
●内容　「復讐

しゅう

という名の絆」
(監督：ダニエル・マッカーシ
ー/主演：ダニエル・ボールド
ウィン/2005年・アメリカ映
画)　●入場料　無料

●とき　７月18日(土)午後２
時　●ところ　１階こども文
庫　●内容　▷絵本＝「ぶす」
「ずーっとずっとだいすきだよ」
▷紙芝居＝「てんぐとかっぱ
とかみなりどん」
●入場料　無料

●とき　７月11日(土)午後２
時　●ところ　２階視聴覚室
●内容　「がんばれスイミー」、
「こぎつねコンとこだぬきポ
ン」　●入場料　無料



掲示板 市以外のお知らせ

わくわく子持塾(８月分)
子持公民館　☎㉒7780

●参加料　別表の自己負担額のほかに１
人(組)１講座1,000円　●申込方法　
希望講座名、氏名、住所、電話番号、子
持地区の人は地区名を電話、ファックス、
Ｅ
イー

メールまたは直接子持公民館( ㉔
8204・ komochi-k@city.shibukawa.
gunma.jp)へ　●申込期限　７月21日
(火)　●その他　申込者が定員(下表参
照)を超えた場合は抽せんを行い、結果
は、後日連絡します。申込者が５人未満
の講座は、中止となります

５ ４ ３ ２ １ No.

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ

親
子
夏
休
み
押
し
花

体
験
教
室

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

３
Ｂビ

ー

イ
ン
ナ
ー

マ
ッ
ス
ル
体
操

楽
し
い
科
学
教
室

講　

座　

名

８
月
21
日
㈮
〜
９
月
11
日
㈮

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30

分
〜
９
時

８
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

８
月
６
日
㈭
〜
９
月
10
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日(

８
月
27
日
を

除
く)

午
前
10
時
〜
11
時

８
月
５
日
㈬
〜
９
月
２
日
㈬

の
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

８
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

と　
　

き

フ
ッ
ト
ス
テ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
モ
ー

シ
ョ
ン
を
基
礎
か
ら
習
い
ま
す

身
近
に
あ
る
花
を
使
っ
て
簡
単
な

押
し
花
づ
く
り
を
し
ま
す

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を

つ
け
ま
す

お
腹
ま
わ
り
の
脂
肪
を
お
と
し
て
、

筋
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う

す
べ
て
の
物
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
原
子
・
分
子
に
つ
い
て
模
型
を

つ
く
り
な
が
ら
学
び
ま
す

内　
　

容

成
人
女
性

親
子(

小
学
校
高
学
年
以
上)

、

高
齢
者(

１
、
０
０
０
円)

親
子(

２
カ
月
〜
10
カ
月
ま
で)

女
性

小
学
２
年
生
〜
親
子
・
成
人

(

６
０
０
円)

対
象
者

(

自
己
負
担
金)

20
人

10
人

10
組

20
人

20
人

定
員

20

募集
県
営
住
宅
の
入
居
者

●
入
居
資
格　

住
宅
に
困
っ
て
い

る
人(

収
入
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す)　

●
募
集
内
容　

募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

●
募
集
案

内
配
布
場
所　

県
住
宅
供
給
公
社
、

市
建
築
住
宅
課(

第
二
庁
舎)

な
ど

●
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈬　

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
住
宅
供
給

公
社(

☎
０
２
７

－

２
１
０

－

６
６
３
４)

催し
Ｂビ

ー
シ
ー
エ
ル

Ｃ
Ｌ(

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
リ
ー
グ)

公
式
戦
in
渋

イ
ン

川

●
と
き　

７
月
26
日
㈰
午
後
１
時

試
合
開
始　

●
と
こ
ろ　

市
総
合

公
園
野
球
場　

●
内
容　

群
馬
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
VS
新

ブ
イ
エ
ス

潟

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス　

●
入
場
料　

▽
一
般
＝
前
売
り
１
、
０
０
０
円

(

当
日
１
、
２
０
０
円)　

▽
中
学

生
以
下
＝
前
売
り
４
０
０
円(

当

日
も
同
額)　

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
渋

川
後
援
会
事
務
局(

渋
川
プ
リ
オ

パ
レ
ス
内
・
☎
㉓
０
０
３
３)

案内
所
得
税
の
予
定
納
税

(

第
１
期
分)

　

予
定
納
税
は
、
前
年
分
の
確
定

申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
「
予
定

納
税
基
準
額
」
が
15
万
円
以
上
で

あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の
３
分
の

１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
と
11

月
に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、

税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付

に
は
便
利
な
振
替
納
税
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
第
１
期
分
納
期　

７
月
31
日
㈮

〈
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
〉　

　

廃
業
や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
６
月
30
日
現
在
の
状
況
で
、

平
成
21
年
分
の
見
積
り
税
額
が
、

予
定
納
税
基
準
額
よ
り
少
な
く
な

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

●
申
請
方
法　

予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
を
税
務
署
に
提
出　

●
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈬　

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
崎
税
務
署

(

☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１)

案内
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
賞
金　

▽
１
等
＝
２
億
円　

▽
２
等
＝
１
億
円　

▽
そ
の
他
＝

４
等
以
下
の
少
額
賞
金
あ
り　

●
発
売
期
間　

７
月
13
日
㈪
〜
31

日
㈮　

●
抽
せ
ん
日　

８
月
11
日

㈫　

●
支
払
い
開
始
日　

８
月
17

日
㈪　

●
そ
の
他　

昨
年
の
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ(

第
５
４
４
回

全
国
自
治
宝
く
じ)

の
時
効
は
８
月

17
日
㈪
で
す　

●
問
い
合
わ
せ
先

㈶
県
市
町
村
振
興
協
会(

☎
０
２

７

－

２
９
０

－

１
３
５
０)

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報
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健康インフォメーション

腹
部
超
音
波
検
査
の
ご
案
内

希
望
し
た
人
に

受
診
票
を
郵
送
し
ま
す

日
程
は
７
月
13
日
〜
２
月
５
日
の
56
日
間

　

今
年
１
月
に
行
っ
た
「
各
種
健
康

診
査
等
調
査
」
で
、
市
で
受
診
す
る

こ
と
を
希
望
し
た
人
に
、
受
診
票
を

順
次
郵
送
し
ま
す
。
受
診
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
日
程
と
会
場
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
日
に
都

合
が
つ
か
な
い
場
合
や
１
月
以
降
の

転
入
な
ど
で
「
各
種
健
康
診
査
等
調

査
」
に
よ
る
申
し
込
み
が
で
き
な
か

っ
た
人
、
新
た
に
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー(

☎
㉕

１
３
２
１)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

別
表
の
と
お
り

対
象
者　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

検
診
内
容　

問
診
、
超
音
波
検
査

個
人
負
担
金　

３
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
個

人
負
担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　

受
診
票
、タ
オ
ル
、

健
康
手
帳(

持
っ
て
い
る
人)

別表　　　　  腹部超音波検査日程表
とき ところ とき ところ

７月

13日㈪

渋川保健
センター

10月

15日㈭

子持保健
センター

14日㈫ 16日㈮

15日㈬ 19日㈪

16日㈭ 21日㈬

17日㈮ 22日㈭

23日㈭ 小野上保健
センター

23日㈮

24日㈮ 26日㈪

28日㈫ 伊香保保健
福祉センター

29日㈭

29日㈬ 30日㈮

８月

17日㈪

渋川保健
センター 12月

11日㈮

渋川保健
センター

18日㈫ 14日㈪

19日㈬ 15日㈫

20日㈭ 16日㈬

21日㈮ 17日㈭

９月

２日㈬
北橘保健
センター

18日㈮

３日㈭

１月

14日㈭

４日㈮ 15日㈮

７日㈪

赤城保健
センター

19日㈫

８日㈫ 20日㈬

10日㈭ 22日㈮

11日㈮ 25日㈪

24日㈭
北橘保健
センター

26日㈫

25日㈮ 27日㈬

30日㈬

２月

１日㈪

10月

５日㈪

赤城保健
センター

２日㈫

６日㈫ ３日㈬

７日㈬ ４日㈭

９日㈮ ５日㈮

※受付時間は、受診者ごとに指定となります。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　今年６月２日に、定期の第１期予防接種(３歳

～７歳６カ月)のみに使用できる新ワクチンとし

て、「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」が定期予

防接種に規定されました。

　この新ワクチンは、まだ、供給量が少ないこ

となどから、国では積極的に勧奨していませんが、

予防接種を希望する人は、ワクチンの効果や副

反応についての説明を主治医から受けたうえで

接種してください。

　なお、従来の「日本脳炎ワクチン」は引き続き、

第１期と第２期の接種に使用できます。

※新しいワクチンの接種は、現段階では市内の

指定医療機関に限ります。

　詳しくは、渋川保健センター(☎㉕1321)へ。

乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン／定期予防接種に規定
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歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

対
象
は
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳

に
到
達
す
る
人
で
す

平
成
22
年
１
月
31
日
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　

高
齢
期
に
お
け
る
健
康
維
持
と
歯

の
喪
失
予
防
を
目
的
と
し
た
歯
周
疾

患
検
診
を
㈳
渋
川
北
群
馬
歯
科
医
師

会
に
委
託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
は
、
歯
こ
う
な
ど
の

付
着
状
況
や
歯
周
の
炎
症
を
診
査
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診

票
を
郵
送
し
ま
し
た
。
新
た
に
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ
電
話
か
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中

に
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
に
到
達
す
る
人

検
診
期
限　

平
成
22
年
１
月
31
日
㈰

指
定
歯
科
医
院　

下
表
の
と
お
り

個
人
負
担
金　

１
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
事

前
に
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

高齢者脳トレーニング教室

学習サポーターを募集します
　市では、10月から、認知症予防を目
的として、「高齢者脳トレーニング教室」
を開催します。この教室の参加者が学
ぶ簡単な「読み書き・計算」への助言
や指導をしてくれる「学習サポーター」
を募集します。
対象者　市内在住のおおむね60歳まで
の人で、高齢者の健康増進に協力して
くれる人
※９月11日㈮に渋川ほっとプラザで開
催する事前研修会への参加が必要で
す。
活動日程　10月１日㈭～３月18日㈭の
毎週木曜日午後１時～４時(年末年始・
祝日を除く・計23回)
活動内容　サポーター１人につき、教
室参加者２人程度を１日３時限(１時限
＝30分)担当予定
活動場所　渋川ほっとプラザ
申込・問い合わせ先　高齢対策課(☎
㉒2116)

歯周疾患検診指定歯科医院一覧

真
下
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ

お

ば

歯

科

医

院

明

治

歯

科

診

療

所

た
け
う
ち
歯
科
医
院

た
き
ざ
わ
歯
科
医
院

ス
マ
イ
ル
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清

水

歯

科

医

院

佐

藤

歯

科

医

院

さ

く

ら

歯

科

駒
寄
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

エ

ー

ス

歯

科

吉
岡
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山

下

歯

科

医

院

山

崎

歯

科

医

院

山

川

歯

科

医

院

宮
下
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮

下

歯

科

医

院

三

剛

歯

科

医

院

星
野
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ほ
し
か
わ
歯
科
医
院

船

岡

歯

科

医

院

福

田

歯

科

医

院

ふ
く
し
ま
歯
科
医
院

平

形

歯

科

医

院

永

井

歯

科

医

院

田

村

歯

科

医

院

高
橋
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

関

歯

科

医

院

し
ま
む
ら
歯
科
医
院

佐
鳥
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
い
と
う
歯
科
医
院

こ

ぶ

な

歯

科

医

院

小

林

歯

科

医

院

Ｋケ
ー

歯

科

医

院

北

橘

歯

科

診

療

所

小
野
上
歯
科
診
療
所

オ

カ

歯

科

医

院

石

田

歯

科

医

院

石

北

歯

科

医

院

石

岡

歯

科

医

院

い
い
づ
か
歯
科
医
院

あ

か

ぎ

歯

科

医

院

医
療
機
関
名

榛

東

村

吉

岡

町

行

幸

田

渋
川(

坂
下
町)

渋

川(

元

町)

渋

川(

新

町)

中

郷

渋
川(

坂
下
町)

伊
香
保
町
伊
香
保

行

幸

田

石

原

半

田

渋

川(

元

町)

金

井

石

原

赤
城
町
上
三
原
田

渋

川(

南

町)

行

幸

田

吹

屋

八

木

原

渋
川(

下
ノ
町)

北

牧

渋
川(

藤
ノ
木)

渋
川(

寄
居
町)

金

井

北
橘
町
真
壁

村

上

渋

川(

南

町)

渋

川(

大

崎)

渋

川(

御

蔭)

赤
城
町
三
原
田

八

木

原

赤
城
町
津
久
田

所
在

54

－

１
３
６
６

25

－

８
８
２
０

25

－

８
１
０
１

25

－

７
７
０
０

55

－

６
４
８
０

30

－

５
０
３
３

54

－

３
４
１
３

54

－

８
３
３
０

30

－

６
３
３
３

30

－

５
５
０
０

55

－

１
１
８
１

24

－

８
２
８
９

22

－

０
６
４
８

25

－

１
１
８
４

22

－

０
２
６
０

53

－

４
７
０
１

24

－

１
９
３
９

72

－

３
４
３
０

22

－

０
２
３
２

24

－

８
８
３
５

23

－

８
２
１
１

23

－

６
６
７
７

22

－

０
１
５
４

22

－

０
９
５
３

56

－

８
８
５
４

22

－

０
９
４
２

24

－

８
２
１
１

25

－

０
５
３
０

20

－

１
１
８
２

22

－

０
０
６
９

53

－

５
４
５
４

22

－

４
９
３
９

22

－

０
７
７
３

22

－

２
３
３
１

52

－

３
７
６
２

59

－

２
４
９
３

23

－

５
３
１
５

25

－

０
４
１
１

22

－

０
２
３
５

56

－

３
５
３
５

22

－

０
８
０
８

20

－

６
５
２
２

電
話
番
号



健康の道しるべ

渋
川
総
合
病
院

麻

酔

科

医

師

診療費などの支払いにクレジットカードが利用できます/
利用可能なカード　V

ビ ザ

I S A、 J
ジェイシービー

C B、M
マ ス タ ー カ ー ド

a s t e r C a r d、A
ア メ ッ ク ス

M E X

市立渋川総合病院
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健康インフォメーション

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
と
生
存
率
の
向
上

　

最
近
、
Ａ

エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器)
を
街
中
で
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
止
ま

っ
た
人(

心
停
止)

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

か
け
て
治
療
す
る
医
療
機
器
で
、
一
般

の
人
で
も
使
え
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

心
停
止
が
起
き
て
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
１
分
遅
れ
る
ご
と
に
、
生
存
率
が

７
〜
10
㌫
低
下
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
何

も
し
な
い
で
10
分
経
っ
て
し
ま
う
と
、

ほ
ぼ
助
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
、
平
均

６
〜
７
分
か
か
り
、
何
も
せ
ず
救
急
車

を
待
っ
て
い
る
と
生
存
で
き
る
可
能
性

が
か
な
り
低
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
中
で
心
停
止
を
起
こ
し
た
人
に
速
や

か
な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
る
よ
う
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

●
心
停
止
と
心
肺
蘇
生

　

心
停
止
の
人
を
救
う
た
め
に
、
も
う

一
つ
大
切
な
の
は
心
肺
蘇そ

生
で
す
。
心

肺
蘇
生
を
併
用
す
る
と
生
存
率
が
飛
躍

的
に
向
上
し
、
少
々
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

遅
れ
て
も
助
か
る
可
能
性
が
２
〜
３
倍

高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
「
心
肺
蘇
生

っ
て
難
し
そ
う
」
だ
と
か
「
知
ら
な
い

人
に
口
を
つ
け
て
人
工
呼
吸
す
る
の
が

嫌
だ
」
と
か
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。

●
新
た
に
開
発
さ
れ
た
心
肺
蘇
生
法

　

最
近
、
簡
単
で
有
効
な
心
肺
蘇
生
法

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
工

呼
吸
を
し
な
い
で
胸
を
押
す(

胸
骨
圧

迫)

だ
け
の
方
法
で
す
。
少
し
練
習
す
れ

ば
、
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

胸
の
押
し
方
は
、両
方
の
手
を
組
ん
で
、

傷
病
者
の
胸
骨(

乳
頭
と
乳
頭
を
結
ん

だ
線
の
中
心
の
固
い
部
分)

を
強
く(

４

〜
５
㌢
㍍
沈
む
く
ら
い)

、
早
く(

１
分

間
に
１
０
０
回
ほ
ど)
、
絶
え
間
な
く
押

す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
身
近
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
な
く
て
も
、
救
急
車
の
到
着
ま
で

胸
骨
圧
迫
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
救
命
の

可
能
性
が
ぐ
ん
と
高
ま
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
と
と
も
に
、
こ
の
新

し
い
心
肺
蘇
生
法
が
広
く
知
ら
れ
、
実

践
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
心
肺
蘇
生
法
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト(http://www.osakalifesupport.

jp/push/)

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

渋
川
総
合
病
院
で
は
、
毎
月
30
分
程

度
、
こ
の
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

同
病
院
総
務
課(

☎
㉒
４
１
１
１)

へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 人工呼吸をしないで胸を押す(胸骨
圧迫)だけの新しい心肺蘇生法です



R e l a x a t i o n  S q u a r e
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屋外芸術の探訪　vol.３
美術作品紹介

　渋川市総合公園陸上競技場の南側に立つこの作品は、
昭和63年に設置されました。風力で回転する２枚の羽
をもち、鏡のようなその羽に太陽の光や木々の緑を写
しています。
　作者は栃木県足利市生まれの彫刻家。「この彫刻は、
雄大な自然と調和しながら、美しい風景を映し、水沢
の山に優しく見守られながら、永遠に光を愛し、光に
愛され続けるであろう。それは、すべての人間の恋人
でもある」と、この作品に思いを込めました。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　さわやかに晴れ渡った６月12日。にぎやかな子どもたちの
笑い声が、北橘保育園に響いていました。前日に「プール開き」をしま
したが、あいにくの天気でプールは中止に。この日を待ちわびていた園
児たちは、年長組から順番に、元気いっぱい水遊びを楽しみました。

うぶごえ（５月生まれ)
男の子　29人
女の子　21人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80

平成21年７月１日発行　通巻81号　TEL 22-2111　FAX 24-6541
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/
印刷／朝日印刷工業株式会社

「光の恋人」
作者：飯田善國

(いいだよしくに)

素材：ステンレス

(鏡面仕上げ)

高さ：987cm

【朝焼け】
しぶかわ彩

さい

発見フォトコンテスト市長賞

撮影場所：スカイテルメ渋川(半田地内)
撮影日：平成20年２月17日
撮影者：青木四郎さん(八木原)

さい


